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(1) Kumar (2012) のチャネル参加者とチャ
ネル・コンフリクトの管理に関する研究

























Kumar (2012) は､ チャネル・コンフリ
クトについて､ その発生は不可避のものであ












また､ Kumar (2012) は､ チャネル・コ
ンフリクトには､ 健全なコンフリクトと破壊
的なコンフリクトがあるものと捉えている(7)｡










が､ ①パワー､ ②組織の要求､ ③自尊心､ ④
役割の不一致､ ⑤目標の非両立性､ ⑥希少な
資源､ といった原因により発生するものとし




Kumar (2012) は､ チャネル・コンフリ
クトのより具体的な発現形態を次の 3つによ
り､ 区分している(9)｡












































































であるが､ その議論には Kumar (2012) の
考察や発案によるものがいくつかみられ､
Kumar (2012) なりに議論を発展させてい














理論 (エージェンシー理論) を適用して､ フ
ランチャイザーがそのフランチャイズ・チャ
ネルを支配するメカニズムを解明しようとし
た(11)｡ Kashyap, Anita and Frazier (2012)
は､ プリンシパル‐エージェント理論は､ プ
リンシパル‐エージェント関係における統制
の問題が､ 当事者間での目標､ 情報､ 選好が
異なっていることの結果から発生するもので
























slope analysis により分析した(14)｡ Kashyap,





仮説 1は､ 契約の完全性は､ プリンシパル
(フランチャイザー) による､ (a) 行動監視､
(b) 産出の監視､ (c) 強制努力と負の関係が
あるというものであるが､ これについては部
分的な支持がみられた｡
仮説 2は､ 契約の一方性は､ プリンシパル
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(フランチャイザー) による､ (a) 行動監視､







ランチャイザー) による､ (a) 行動監視､




















仮説 7は､ フランチャイジーの服従 (機会
主義) に対するフランチャイザーによる行動
監視の負 (正) の効果は､ 高い水準での産出
監視により弱められるというものであるが､
これについては支持されている｡
仮説 8は､ フランチャイジーの服従 (機会
主義) に対するフランチャイザーによる強制
の正 (負) の効果は､ 高い水準での行動監視
により弱められるというものであるが､ これ
につては支持されている｡
仮説 9は､ フライチャイジーの服従 (機会
主義) に対するフランチャイザーによる強制
の正 (負) の効果は､ 高い水準での産出の監
視により強められるというものであるが､ こ
れについては支持されている｡



















に区分した上で､ それらの間の関係や､ 2 つ
の支配メカニズムとチャネル参加者の服従や
機会主義的行動の関係を分析した点で評価さ

















(3) Wang, Gu and Dong の ｢流通ネット
ワークにおける罰則の観察者効果｣ に関
する調査 (2013)
Wang, Gu and Dong (2013) は､ 流通チャ













































仮説 2 a は､ 観察者が知覚した罰則の公正
さは､ 製造業者への信頼に対して正の影響を










仮説 4 a は､ 罰せられた流通業者の関係へ
の埋め込みは､ 製造業者への観察者の信頼に
対する罰則の公正性の正の効果を弱めること











仮説 6 a は､ 製造業者の監視能力は､ 製造
業者への観察者の信頼に対する罰則の公正性
の正の効果を強めることになるというもので












としている(22) ｡ つまり､ Wang, Gu and









いずれにせよ､ Wang, Gu and Dong




































Zheng and Frazier (2013) は､ フランチャ
イズ・チャネル関係におけるコンフリクトの
問題を分析する際に､ プリンシパル‐エージェ
ント理論を適用している｡ Anita, Zheng and










Anita, Zheng and Frazier (2013) は､ こ
うした考え方に基づいて､ ①規制の影響､ ②
フランチャイズの所有構造の影響､ ③ 2者間
(即時) の結果対システム全体 (長期的) の
結果の 3つに区分した上で､ 仮説を立てて検
証している｡ この仮説検証を行うために､
Anita, Zheng and Frazier (2013) は､ FDD
(Franchise Disclosure Document) という
アメリカのフランチャイズに関する情報開示
の文書による情報や､ PACER (Public
Access to Court Electronic Records) によ
る情報から､ 75 フランチャイズ企業の 411
件の訴訟例を抜き出し､ それらをデータとし
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て利用した(26)｡ Anita, Zheng and Frazier
(2013) の仮説検証は､ 回帰分析と simple
slope analysis によりなされており､ 以下の
ような結果となっている(27)｡
第 1 に､ 規制の影響とフランチャイズ所有
構造に関する仮説であるが､ これに関する仮






























これに関する仮説は､ 仮説 2､ 仮説 4､ 仮説
6a､ 仮説 6b､ 仮説 7 a､ 仮説 7 b である｡
仮説 2 は､ 州の登録法において訴訟は､
(a) フランチャイザーによって､ より開始
されがちになり､ (b) ADR 手続き (alter-
native dispute resolution procedures) に
よって､ より解決されにくくなるというもの
である｡ この仮説のうち､ (a) については
棄却され､ (b) について支持されたとして
いる｡
仮説 4 は､ 州の関係法において訴訟は､
(a) フランチャイジーよって､ より開始さ




仮説 6 a は､ 訴訟を開始したフランチャ
イザーは､ 焦点のコンフリクトにおいて､ よ
り優勢になりがちであるというものである｡






仮説 7 a は､ 訴訟を開始するフランチャイ
ザーは､ システムの成長目標をあまり達成す
ることはないというものである｡







これに関する仮説は､ 仮説 8､ 仮説 9である｡











仮説 8と仮説 9のうち､ 支持されたのは仮
説 8の (b) のみである｡
































































































































































































 この点に関して､ Stern and El-Ansary,
(1977) は､ チャネル参加者間に相互依存関係
が存在するが故にコンフリクトの発生は避け
がたいとしている｡ Stern and El-Ansary,
(1977), p.278 を参照のこと｡
 Kumar (2012), pp.332-367 を参照のこと｡
 Ibid., p.349.
 チャネル・パワーの源泉 (パワーの基礎) に














 以下の論述は､ 次に基づく｡ Ibid., pp.265-272.
 Ibid., pp.272-273.




 以下の論述は､ 次に基づく｡ Ibid., pp.628-637.
 Ibid., p.638.
 Ibid., p.639.




 以下の論述は､ 次に基づく Ibid., pp.579-587.
 Ibid., p.272.
 オムニチャネルについては､ D4DR株式会社・
田所明治・EC 研究会 (NPO) (2014) を参照
のこと｡
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D4DR 株式会社・田所明治・EC 研究会 (NPO)
(2014)､ 『28 の攻略法でよくわかるネット＆
リアルのO2Oマーケティング』 マイナビ｡
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